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　「デザイン教育」というと何を思い浮かべるだろ
うか。絵画や工作など造形芸術的な技術の習得を連
想する人が多いかもしれない。もちろんそれもふく
まれるが、今日「デザイン」とは、さまざまな状況
に応じてモノ・ヒト・コトをつないで問題解決や課
題達成に導く行為そのものを指し、社会的な必要性
が高まっている。この広い意味でのデザイン思考を
学べる大学など教育機関や社会人向けセミナーも増
え時代の潮流のひとつとなっているように感じる。
　今、東京・世田谷美術館にて没後 20 周年の回顧
展が開催中のイタリアを代表するアーティスト、ブ
ルーノ・ムナーリはデザイン教育のパイオニアとも
いえる人物だ。その生涯において絵画や彫刻をはじ
め、グラフィックやプロダクトデザイン、著述、絵
本、子どものための造形教育など、さまざまなジャ
ンルを横断して活躍した。晩年は、子どものための
ワークショップの考案や、ハーバード大学で講義を
行うなど次世代のデザイン教育に力を注いだ。
　特別な才能をもった芸術家でなくても、普段と少
し違った角度でものごとを観察する視点さえあれ
ば、だれもが創造力を発揮できると信じていたム
ナーリは、人間の可能性を伸ばす手助けをし、広く
一般に伝えようとしていた。クリエイティブな発想
とはどのように生み出されるのか、そんな誰もが知

りたくなる秘密を多種多様な図版を例に具体的に解
き明かしたのが『ファンタジア』(1977 みすず書
房）である。ムナーリの多彩を極めた創作活動に裏
付けられた知見が、惜しげもなく披露された名著だ。
　「ファンタジア」とは、既存の考えや、役に立つ
かどうか、実現可能かにも関係なく、とにかく自由
に考えをふくらませる能力のこと。ロマンチックな
言葉の響きとはちがって観察力や分析力を駆使し、
まだ見ぬさまざまな可能性を積極的に探し求める行
為である。ムナーリは真の創造力を発揮するために
は、まず、このファンタジアの過程が大切だと考え
ていた。わかりやすい例として今、大人気の絵本作
家ヨシタケシンスケのデビュー作『りんごかもしれ
ない』（ブロンズ新社）がある。テーブルのりんご
は、実は大きなサクランボの一部かも、心があるの
かも等々、常識を覆す妄想が果てしなく広がる「り
んごのファンタジア」ともいえる絵本だ。また今夏
刊行されたムナーリの『空想旅行』（トランスビュー）
は２１個の点を線でつなぐ無限のバリエーションを
紹介した演習帳だが、原題の直訳は『ファンタジア
で旅を』。みすず書房の『ファンタジア』とあわせ
て読むとより理解が深まるだろう。
　いずれにも共通しているのは、具体的例をたく
さん見せることで「答えはひとつではない」「さあ、
君ならどうする？」と考えるきっかけやヒントを
くれること。先が見えにくいといわれる今日こそ、
私たちには新しい未来を空想する力と希望をくれ
るファンタジア的発想力が求められるのではない
だろうか。次世代の若者たちにもぜひ手にとって
ほしい書だ。（にしやま まさこ：フリー編集者）
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　岩永正敏（青山「パイド・パイパー・ハウス」）
⑤『ふだん着のブティックができた』
　津野いづみ（吉祥寺「タイガーママ」）
⑥『ぼくのペンションは森の中』
　加藤則芳（八ヶ岳「ドンキーハウス」）
⑦『花屋になりたくない花屋です』
　河田はな絵（吉祥寺「４ひきのねこ」）
⑧『がらくた雑貨店は夢宇宙』
　長谷川義太郎（渋谷「文化屋雑貨店」）
⑨『子どもの本屋、全力投球！』
　増田喜昭（四日市「メリーゴーランド」）
⑩『アウトドアショップ風まかせ』
　油井昌由樹（西麻布「スポーツトレイン」）
　国がバブル期へと向かう中、あえて就職の道を選
ばず、日々の生計を立てながら、自由で楽しめる仕
事をしたいと求める人たちを中心に、大きな反響を
呼ぶことができました。
　いま、あらためて見ると、「輸
入レコード店」や「ペンション」
など、80 年代らしい仕事もあ
りますが、なかには時代を超え
て、長く読みつがれるロングセ
ラーとなったものもあります。

　シリーズを発刊してから 30 年が経ちました。そ
の間に IT の進化により、私たちの生活環境は大き
く変化しました。インターネット、e メール、スマー
トフォン、電子ブック……そしてさまざまなデジタ
ルコンテンツの誕生により、娯楽の嗜好も 30 年前
とは比べものにならないほど多様になりました。
　同時に職種や働き方にも大きな変化が見られるよ
うになりました。街へ出てみると、古くからある職
種でも、営業時間、休みなど、自分のルールを守っ
て運営している若い人たちと出会うことができまし
た。丁寧に、気持ちよくマイペースで働く若い人た
ちの姿はたいへん新鮮なものでした。そして、いま
の時代にあった新しいワークスタイルとライフスタ

　1981 年 6 月、弊社から一冊の翻訳書を刊行し
ました。タイトルは『就職しないで生きるには』。
著者のレイモンド・マンゴーは、60 年代後半にベ
トナム反戦運動に参加した人で、その後、世界中を
放浪するなどして、73 年にアメリカのシアトルで
小さな出版社兼書店「モンタナ・ブックス」をはじ
めました。この本は「どんな仕事をするのか、どの
ように生きていくのか」という問題について、自ら
の経験をもとに、若い人たちに向けて発信したもの
です。79 年にアメリカで出版されました。
　 原 題 は“Cosmic Profit : How to make 
money without doing time”。直訳すると〈根
源的利益──時間をかけずにお金を稼ぐ方法〉で
すが、日本版を出版するにあたって、どのような
タイトルにするのか、侃々諤々意見を交わし、大
きく頭を悩ませました。会議も煮詰まった頃、当
時の社長が「ようするにこれは、
就職しないでどうやって生きて
いくか、という本だね」と一言。
それを聞いた編集部の面々が

「それだ！」ということになって、
『就職しないで生きるには』とい
うタイトルが誕生したのです。
　そして編集部ではすぐに、「自分で納得できる暮ら
しがしたい」との思いで自分の“城”を構えている人
たちに目を向けました。その時代、日本でも企業に
就職せず、生きていく方法を模索する若い人たちが
増えていたからです。そういった読者層をターゲッ
トに「就職しないで生きるには」シリーズは 82 年
5 月にスタートしました。そのラインナップは、
①『ぼくは本屋のおやじさん』
　早川義夫（川崎「早川書店」）
②『包丁一本がんばったンねん！』
　橋本憲一（百万遍「梁山泊」）
③『みんな八百屋になーれ』
　長本光男（西荻窪「長本兄弟商会」）
④『輸入レコード商売往来』

就職しないで生きるには

斉藤 典貴
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れからの小商いのあり方を予感させるものでした。
　森岡さんは現在では、銀座で〈たった１冊だけの
本を売る本屋〉を開くなど、つねに斬新でユニーク
なカルチャーを発信しています。

　その後も、『偶然の装丁家』（矢萩多聞）、『あした
から出版社』（島田潤一郎）、『小さくて強い農業を
つくる』（久松達央）、『プログラミングバカ一代』（清
水亮、後藤大喜）、『不器用なカレー食堂』（鈴木克明、
鈴木有紀）と、これまでに７冊を刊行しています。
　そこには、日本の学校になじめず、14 歳からイ
ンドで暮らし、本づくりの道にたどり着いたブック
デザイナーの巻もあれば、吉祥寺でひとり出版社を
営む編集者の巻、茨城県土浦でスカイプ、SNS な
どを駆使したソーシャル時代の新しい農業を実践す
る農業者の巻など、さまざまにアイディアを練って、
自分の理想とする働き方・生き方を追求している人
たちの姿を見ることができます。
　シリーズのコンセプトとしては、日本の若い人た
ちに「自分たちが見ている世界のほかにも、こんな
働き方・生き方があるんだ」ということを知っても
らうことでした。とくに高校生や大学生の皆さんに
読んでもらいたいと思い、読みやすさや手に取りや
すさなど、本づくりを考えました。
　しかし、私どもの考えを超え、うち３冊は韓国や
台湾でも翻訳出版されるなど、日本以外でも読まれ
ています。森岡書店銀座店には、本を読まれた海外
からのお客さんもたくさんいらっしゃるとのことを
聞き、嬉しく思っています。
　これから 10 年後、20 年後、「高校生の時に『就
職しないで生きるには』シリーズに出会ったおかげ
で……」という人に出会えることを祈って、これか
らも、丁寧に本をつくっていきたいと思っています。
　　　　　　　　　( さいとう のりたか：晶文社 )

イルを紹介する 21 世紀版の「就職しないで生きる
には」、その名もずばり「就職しないで生きるには
21」シリーズを編んでみようと考えました。
　シリーズを考えるにあたって注意したのは、これ
までの慣習に則った決まりごとにあまりとらわれな
いようにしようということです。シリーズというの
は第１巻から順番に巻数がついていたり、ブックデ
ザインをすべて揃いのものにしてみたりというのが
通常です。しかし、そういった常識的なルールには
縛られないようにしました。
　ブックデザインは読者の方々に、それぞれ１冊１
冊を楽しんでもらえることを考えました。それで、
寄藤文平さん、矢萩多聞さんのおふたりにデザイン
を依頼し、本によって変えています。寄藤さんは毎
回、まったく違った発想でその本のイメージを具体
化してくれます。矢萩さんは人気絵本作家ミロコマ
チコさんの描き下ろしによる装画を使用し、毎回、
こちらの想像を超えた表現をしてくれます。

　最初の刊行は、2013 年 6 月、『旗を立てて生き
る』（イケダハヤト）。この本はプロブロガーとして活
動するイケダハヤトさんが、「不況や低収入が当た
り前の時代、お金のために働いても明るい未来は感
じられないけど、問題解決のために働くのは楽しい」
とデフレネイティブ世代の働き方・生き方を指南し
た１冊です。80 年代には想像もできなかったよう
な現代ならではのテーマからスタートしました。
　つづいて出版したのは『荒野の古本屋』（森岡督
行）です。著者の森岡さんは東京・茅場町の古いビ
ルの一室で写真集と美術書を扱う古書店を営み、さ
らに併設したギャラリーが、若いアーティストたち
の発表の場として、また幅広い人々の新しい交流の
場として注目を集めていました。そこには一般的に
イメージするようなかつての古書店の姿はなく、こ
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定時制のこと

定時制との出会い
　この４月に埼玉県立浦和第一女子高校（浦和一女）
に転勤しました。浦和一女は、県下でも有数のナン
バースクール。将来、医者や研究者、海外で活躍す
る仕事に就きたいと考える女子が入学してくる学校
です。その浦和一女には定時制がありますが、定時
制には司書がいません。４月も半ばを過ぎ、新学期
の喧騒が少し落ち着いてきたころ、定時制の先生が、

「木下さんって、春日部女子高校から転勤してきた
んですよね？　実は、私の娘が春日部女子高校の出
身で。定時制の利用のことで相談があるんですが。」
と図書館を訪ねてこられました。
　私は定時制のことは何も知らず、先生から伺う話
はとても刺激的でした。定時制の先生も授業で図書
館を使いたいと思っていること。いままでも図書館
で本を借りることはできたけれど、それがうまく機
能していないことを伺い、定時制にも図書館として
なにかサービスをしたいという気持ちが、ムクムク
と湧き上がってきました。
　私はあくまでも全日制の司書なので、まず管理職
に定時制へも勤務時間内でできるサービスをしてい
いかと相談しました。本校の管理職は図書館活動や
司書の仕事にとても理解があり、できる範囲で無理
せずにと許可をいただけたので、それから少しずつ
取り組みを始めました。

利用登録と図書館オリエンテーション
　まず、最初に行ったのは、定時制の生徒と先生方
の利用者登録です。定時制は１～４年生までの生徒
の在籍数が 56 名。常勤の先生は 10 名程度です。
前年度まではノートに記入する形で貸出をしていま
したが、プライバシーへの配慮を考え、図書館シス
テムに利用者登録を行い、全日制と同じようにパソ
コンで貸出ができるようにしました。全日制は一人
一人が利用者カードを持つ形をとっていますが、定
時制は学年ごとにバーコードを打ち出し、ファイル
にまとめ、授業で利用する際にも先生にサポートし

ていただきながら、セルフサービスで本を借りられ
るようにしました。
　パソコンにデータを登録したことで、定時制の生
徒も予約対応ができるようになりました。流行りの
本は定時制の生徒も気軽に予約しています。
　次に定時制の管理職と相談をし、定時制の先生に
向けて、図書館のオリエンテーションをしました。
貸出をパソコンでできるようにしたこと。先生方の
勤務時間は 12：45 ～なので、私の勤務時間内で
も全日制と同じようなサービスができること。教材
研究に必要な資料も提供できるし、本がない場合は
他館から本を取り寄せなど相互貸借もできるので、
お気軽にご利用くださいとお話ししました。その際
に、先生方から生徒にもオリエンテーションをして
もらえないかとご提案があり、生徒にも授業時間を
使ってオリエンテーションをさせていただきまし
た。さっそく借りてくれる生徒もいて、とてもうれ
しかったです。

全日制との交流
　浦和一女の図書館は予算も潤沢で、年間、2000
冊ほどの本を購入しています。私は入った本をすべ
てお知らせしたいと新着案内をこまめに出している
ので、その案内や生徒図書委員が作っている「図書
館だより」を定時制にも配るようにしました。新着
案内を配布したら、それを見て本を借りに来る生徒
も出てきました。４月～９月までの半年間で、定時
制の生徒の貸出が 303 冊。定時制の先生への貸出
が 159 冊ありました。
　定時制の生徒の授業開始は 17：25 ～なのです
が、生徒は 17：00 ～は給食を食べることになっ
ています。そして、15：00 ～は学習サポートと
いう形の勉強会も行われています。その学習サポー
トに出る前にちょっと図書館に来て、本を借りてい
く子。学習サポートにはいかないけれど、早めに学
校に来て図書館に寄って行く子が少しずつ増えて、
いまは、１、2 年生を中心に常連さんが 5 ～ 6 人
いるでしょうか。生徒は 15：00 くらいから図書
館に来るようになりました。そして、私ともおしゃ
べりが弾むようになり、「〇〇を読み終わったんだ
けど、次におすすめの本ありますか？」など、聞か

木下　通子
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れるようになりました。授業前に図書館で勉強し
てから授業に向かう生徒も出てくるようになりまし
た。放課後、図書館で全日制と定時制の生徒が一緒
に過ごしている姿はとても素敵です。
　生徒図書委員が発行している月一回の「図書館だ
より」でも、全日制の生徒が定時制の先生にインタ
ビューを行いました。定時制の先生から、生徒への
オススメ本を紹介していただき、全日制にも定時制
にも配布しました。定時制の先生からも全日制との
距離が少し縮まったと言っていただきました。また、
７月に行った図書委員会主催のビブリオバトルに定
時制の生徒と先生が参加してくれました。こうして

「本」をご縁に全日制と定時制の生徒が交流できる
場が少しずつ広がっています。
　定時制を卒業して、専門学校や大学に進学をする
生徒もいます。保育士を目指している生徒から読み
聞かせの指導をしてくれませんか？と担任の先生か
ら頼まれ、対応させていただきました。

定時制にも学校司書を！
　埼玉県には定時制・通信制の高校が 24 校ありま
す。ほとんどが共学ですが、浦和一女はその中で唯
一の女子校です。定時制に通う方にはお子さんを育
て上げて自分も学びたいと通われる方もいらっしゃ
いますが、経済的な事情やご本人の事情で定時制を
選んで進学してくる現役生もいます。そして、この

ところ増えてきているのが、母国語を日本語としな
い外国籍の方だそうです。先日、定時制の先生方の
授業研修会に参加させていただき、日本語がわから
ない方への授業のご苦労話を聞きました。先生方は
一人一教科で４学年の学びを支えなければならず、
また、高校入学時までの勉強の理解度もとても差が
あるため、一人一人に対応していくことがとても大
変だとおっしゃっていました。私が定時制の司書な
らば、図書館でもなにかできることがあるかもしれ
ません。
　同じ学校の中に、超進学校の学びと、学ぶことが
苦しい子ども達を支える学びが混在している。私は
着任したばかりで、まだまだ知らないことが多く、
先生方にも質問ばかりしています。そして、不適切
な言葉かもしれませんが、今、そのギャップをとて
も楽しんでいます。
　私は学校図書館も図書館である、という理念の
もと、図書館活動を創っています。生涯に渡って
図書館を活用する。好奇心を持って、自ら学ぶこ
とを楽しめる子どもを図書館という場を使って育
んでいきたい。そんな思いの中で、定時制の学び
と出会う体験ができたことをとても感謝していま
す。それにしても、定時制にも司書がいたらいい
のに。すべての学校図書館に、専門性のある専任
の司書がいれば学びがもっと豊かになるのになあ。

（きのした みちこ：埼玉県立浦和第一女子高等学校）


